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本研究は、現在、高効率化が進んでいるペロブスカイトを用
いる太陽電池において、従来の成果に基づいて高効率、環境
調和性から鉛を用いない Sn や Bi 系など非鉛系ペロブスカイ
トの創出と高効率化を検討するものである。新しい多元蒸発
法を用いることで、不純物がなく結晶性の高い膜質のペロブ
スカイト層を作成し、従来の鉛系ペロブスカイト太陽電池を
凌駕する発電特性の達成を行う。 
本研究は、優れた特長がありながら、現在まで効率などの点

で性能が劣っている非鉛系ペロブスカイト太陽電池の性能向
上を図るもので、環境調和型太陽電池という観点で意義が高
い。環境調和性に優れ、現状の課題である長期安定性の向上
など、独創的な成果が期待できる。 
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